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特集　みんなで取り組む　地域共生・信州

令和元年 東日本台風災害

「災福ネット」の活動を振り返って

　東日本台風（台風第１９号）災害から、半年が過ぎようとしています。
　平成３１年２月に発足した災福ネット（長野県災害福祉広域支援ネットワー
ク協議会）は、今回、長野県ふくし
チームを避難所に派遣するなど初め
て災害支援に取り組みました。
　災福ネットの取り組みを振り返り、
避難所から在宅まで一体的な支援の
重要性を考えます。

避
難
所
と
在
宅
支
援

一
体
的
取
り
組
み
を
目
指
す

令
和
元
年
10
月
12
日
、
千
曲
川
流
域
の

各
地
に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
災

福
ネ
ッ
ト
は
、
14
日
に
長
野
市
か
ら
要
請
を

受
け
、
同
市
内
の
避
難
所
に
長
野
県
ふ
く
し

チ
ー
ム
の
派
遣
を
開
始
し
ま
し
た
。

避
難
所
の
避
難
者
は
、
日
中
は
仕
事
や
家

の
片
付
け
で
不
在
に
し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
把

握
さ
え
難
し
い
状
況
で
し
た
。

一
方
、
被
災
し
た
自
宅
の
２
階
に
住
み
、

避
難
所
に
お
弁
当
だ
け
取
り
に
く
る
被
災
者

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
災
福
ネ
ッ
ト
は
、
避

難
所
と
在
宅
支
援
を
一
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
支
援
方
針
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
へ
の

期
待
の
高
ま
り

東
日
本
台
風
災
害
で
は
、
宮
城
県
、
栃
木

県
、
埼
玉
県
、
長
野
県
の
4
県
で
各
県
の
災

害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
が
活
動

し
ま
し
た
。
こ
の
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、
避
難
所
の

福
祉
支
援
の
全
国
共
通
の
仕
組
み
と
し
て
構

築
が
急
が
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

長
野
県
ふ
く
し
チ
ー
ム
は
、
ぐ
ん
ま
Ｄ
Ｗ

Ａ
Ｔ
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
、
長
野
市
内
の

二
つ
の
避
難
所
（
北
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
、
豊
野
西
小
学
校
）
に
「
な
ん
で
も

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
常
設
す
る
な
ど
、
59
日

間
の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
員
養
成
研
修
終
了
後
間
も
な
い
発

災
で
あ
り
、
チ
ー
ム
員
の
確
保
、
引
継
ぎ
体

制
な
ど
様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ぐ

ん
ま
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
支
え
も
あ
り
、
医
療
・
保

健
・
看
護
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
避
難

所
の
閉
鎖
ま
で
福
祉
支
援
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

災
害
Ｖ
Ｃ
と
連
携
し
た

在
宅
避
難
者
支
援

一
方
、
被
災
し
た
自
宅
の
2
階
や
親
戚
宅

に
避
難
し
て
い
る
在
宅
避
難
者
の
ニ
ー
ズ
把

握
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
福
ネ
ッ
ト
で
は
、
長
野
市
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
介
護
支
援

専
門
員
に
よ
る
被
災
者
サ
ロ
ン
を
被
災
地
に

設
置
す
る
な
ど
在
宅
避
難
者
支
援
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
福
祉
等
の
専

門
相
談
機
能
を
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

被
災
事
業
所
へ
の
支
援
と

地
域
貢
献
活
動
の
促
進

災
福
ネ
ッ
ト
と
長
野
県
社
会
福
祉
法
人
経

営
者
協
議
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
長

支援方針
３つの支援に一体的に取り組む

避難所支援

事業所支援 地域連携

図２

図２図３

図１
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災福ネットの活動状況

長野県ふくしチームの活動

避難所の
概況

外部支援状況
ふくし

チームの
動き

事業所
支援

在宅避難者
支援

（民間サイドから）

須坂市他 約120人

長野市 約700人、11カ所

長野県ふくしチーム　　10/14～12/10

ふくしチーム、県介護福祉士会　10/14～11/30

ぐんまDWAT　　10/24～12/10

約3600人

引き
継ぎの
課題

避難できなかった課題

10/12 11月 12月 1月

飯山市等

県、長野市、「地域ささえあいセンター」

情報
共有連携の

課題

閉所⇨統合避難所へ

派遣延長

DMAT中心

○先遣隊派遣　長野市、上田市、須坂市
○長野市での一般避難所支援

○長野市での福祉避難所支援　⇨　１カ所、５名が入居

○10月末 保健師の在宅ニーズ調査に同行

①ラウンド・アセスメント

○被災事業所の地域貢献活動支援　　　　⇨　12/12 豊野ぬくぬく亭スタート　
○長野市北部被災事業所連絡会（11/7、12/24）

○長野市災害ボランティアセンター
　　⇨ニーズ調査/専門相談（ケアマネ・看護）
○支援NPO等の情報収集

保健、看護、PT、ふくし等が連携 看護、ふくしチーム

公営、みなし、仮設等入居

長野　59日、102人参加（のべ402人）
ぐんま　49日、46人参加（のべ230人）

事
業
所
支
援

開設初期 段ボールベッド組立 多職種とのミーティング なんでも相談コーナー 地域ささえあいセンター

千曲川

生活支援・地域ささえあいセンターの設置状況

中野市
R2 年 2 月

1日～

飯山市
R2 年 1 月

6日～長野市
R1年12月
19日～

佐久穂町
R2 年 1 月

17日～

長野県生活支援・
地域ささえあいセンター
R1年12月18日～ 運営：長野県社協

●保健、看護チームと連携し
て要配慮者等に声掛けを
行う。

●服薬の確認や血圧、体温
の測定を行いながら、体
調や不安なこと、被災体験
などをお聞きする。

●顔見知りになる中で今後
の住まいの確保等につい
て相談につながるケース
もあった。

避難所の高齢者
等を対象に介護
予防の体操実施。
理学療法士会と
ふくしチームが分
担。

階段の手すり設置

④なんでも相談コーナー ⑤集いの場づくり

②要配慮者支援
●要配慮者の福祉サービ

ス利用支援、地元相談
機関へのつなぎ。

●配慮が必要な避難者へ
の定期的な見守り、服
薬管理や声掛け。

●地元相談機関の指示を
受 け て 、病 院 や デ イ
サービスへの送り出し
の支援なども行なった。

③環境整備

一般避難所支援（DWAT機能） 福祉避難所の支援

地域連携

10月13日、長野市北部保健
センターで、福祉避難所の設
置を支援。
また、県介護福祉士会と連携し
て介護職の派遣調整を実施。

長野市災害ボランティアセン
ターで、介護支援専門員や看護
師による被災者相談を実施。

図１

図２

避
難
所
支
援

地
域
連
携
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野
市
北
部
地
域
被
災
法
人
連
絡
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
被
災
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

堤
防
決
壊
と
い
う
「
想
定
外
」
の
状
況
の

中
、
入
居
者
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利

用
者
の
避
難
支
援
な
ど
、
各
事
業
所
の
緊
急

時
の
取
り
組
み
を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
も
入
居
者
の
一
部
で
避
難
生
活

が
続
い
て
い
る
賛
育
会
豊
野
事
業
所
で
は
、

発
災
後
は
毎
月
の
収
入
が
半
分
以
下
に
落
ち

こ
ん
だ
こ
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
り
ん
ご

の
郷
で
は
、
災
害
に
強
い
施
設
づ
く
り
を
構
想

し
た
と
こ
ろ
、
原
状
回
復
を
原
則
と
す
る
災

害
復
旧
補
助
金
の
仕
組
み
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
被
災
事
業
所
の
再
建
の
課

題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
地
域
の
復
興
な
く
し
て

事
業
所
の
復
興
な
し
」

被
災
法
人
は
、
甚
大
な
被
害
の
一
方
で
、

本
来
事
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
施
設
や
人
材
を

活
用
し
て
、
地
域
の
復
興
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
熱
意
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

災
福
ネ
ッ
ト
で
は
、
被
災
地
の
在
宅
避
難

者
の
拠
り
所
と
し
て
「
ぬ
く
ぬ
く
亭
」
の
設

置
を
支
援
。
本
業
に
従
事
で
き
な
い
賛
育
会

豊
野
事
業
所
の
職
員
が
、
こ
の
拠
点
に
常
駐

し
て
サ
ロ
ン
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
長
野
市
内
の
障
が
い
者
就
労
支

援
事
業
所
は
、
今
回
立
ち
あ
が
っ
た
農
業

復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携

す
る
な
か
で
、
長
野
市
か
ら
農
地
へ
の
災
害

漂
流
ご
み
の
片
付
け
業
務
を
受
託
し
、
の
べ

６
５
０
人
が
従
事
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
被
災
地
で
の
社
会
福
祉
法

人
の
各
種
貢
献
活
動
が
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

に
も
、
災
福
ネ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力

が
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

長野市北部災害VCりんごサテライト
（被災した特別養護老人ホームりんごの郷敷地
を借用）

長野市豊野地区に設置された「寄り合い処
ぬくぬく亭」
賛育会豊野事業所職員が常駐。被災者サロン
を実施中。

４つの社会福祉法人が共同で農地の漂流ごみ
片付け業務を長野市から受託。
障がいのある利用者の仕事づくりにつながった。

（のべ、６５０人が参加、時給１，２５０円）

名称 避難状況 避難先 避難期間 現　状 避難中の収入

富
竹
の
里

特養　45名
ショート　10名
（デイ利用者で重度の方をショート
ステイに事前避難）
地域密着特養　19名
合計74名避難

避難先、近隣障害者施
設「いつわ苑」３階ホール
（事前協定あり）

10/13〜10/16
施設自体は停電が
あったものの水害に
よる被害なし。停電解
消後帰所、通常営業。

毎月の収入は
通常時と同様

県
社
会
福
祉
事
業
団

長野市豊野地区にあるグループ
ホーム12カ所のうち9カ所で避
難。
そのうち２カ所が床下浸水、1カ所
が床上浸水
他、作業所3カ所被災等

避難先：水内荘 10/13〜11/6

○グループホーム、障害
者福祉センター、地域活
動支援センターは再開。
○作業所２施設は、仮施
設で再開、再オープンは
５月以降予定。
○1施設は事業廃止。

毎月の収入は
通常時と同様

賛
育
会
豊
野
事
業
所

グループホーム　18名
特養　90名　老健96名
介護医療院　60名
ケアハウス　18名
利用者計　276名が避難

避難先
病院19
施設37
計56カ所

約半数が現在も
避難中
○10/15〜訪問
系から順次再開
○12/10〜入所
再開

施設被害：１階設備す
べて水没。
8月末には１階部分の
改修完了予定。

毎月の収入は
通常の半分以下

り
ん
ご
の
郷

特養　87名が避難
1：50　垂直避難完了
7：15　自衛隊ヘリ等で救助開始
17：30　避難完了

避難先：特養「若槻ホー
ム」地域交流スペース
（普段の交流あり）

現在も避難中
○若槻ホーム
10/13〜11/17
○ 法 人 内 の 休
止中施設へ移動
11/17〜

施設被害：１階天井付
近まで浸水。
改修準備中
原状回復で利用者が
戻るのか
（補助金の仕組み）

毎月の収入は
通常時と同様

長野市北部地域の福祉施設避難状況図３
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県社協情報局

長野県内社協公益事業「長野県あんしん創造ねっと」

新たな「あんしん」の創造を目指して

○社会背景に起因する不安
今私たちは、経済格差、非正規雇用、非婚・晩婚、少子、人口減少、地域の過疎、家族関係の希薄、世帯の単身、高齢と長寿、そして孤独と

孤立などの状況を目の前にしています。成熟した社会であるはずなのに、食べること、住まうこと、働くこと、健やかに育つこと、教育を受けるこ
と、医療を受けること、そして生きることが難しくなり、生活に不安を抱えている人たちがいます。

また、高度にシステム化された経済社会のなかで、生活課題を抱えながら働くことが難しくなり、「食」や「住」を含めた個の生活に不安定を
もたらし、既存の社会保障の仕組みだけでは、１人の人、１つの世帯の生活を支え切れない状況が散見されるようになりました。

重なり合う生活課題を抱えながら支援につながらない、ニーズに対応したサービスが無いなど制度の狭間にあるため支援が得られないこ
とにより、社会的孤立や生活困窮の問題が拡がっています。

○「あんしん創造ねっと」が目指すところ
長野県内の社会福祉協議会は、このような社会にある不安やそれぞれの人の「生きづらさ」に寄り添い、社会保障や公的な支援・サービス

だけでは解決できない課題に正面から立ち向かい、あらゆる住民や組織や専門職の気づきと知恵と行動による協力をいただきながら、理念
と価値、専門的な知識と技術による実践をもって「あんしん」の創造に取り組んでいます。

○新しい保証機能による「あんしん」の創造
今、多くの世帯が単身化しており、家族や親族関係も希薄化しています。この社会変化は、これまで社会的機能の１つであった「保

証人」の仕組みを、若者の自立、障がい者の地域生活移行、高齢者の住まうことなどに対する大きな壁へと変えてしまいました。
そこで、この「保証人」の壁を乗り越え、「あんしん」した地域生活を支えるために、人的保証に代わる機

関保証の仕組みを創造し、実践しているのが「入居保証・生活支援事業」及び「身元保証・就労支援事
業」です。これらの事業は、金銭的保証に加え、入居後や就労後の地域における生活支援を組み合わ
せながら、多機関協働による包括的支援体制の構築を目指しています。

○小さな命をはぐくむための「あんしん」の創造
乳幼児を抱えながら経済的に困窮していたり、社会から孤立した状況にある世帯の生活不安はとても大

きいことが想像されます。どのような世帯に生まれた子どもでも、その小さな命は健やかにはぐくまれ、そして
育てていくことは社会の使命でもあります。

しかし、生活に困窮する世帯への既存の食糧支援では、例えばミルクや離乳食、おやつなど乳幼児に限定した食品等の提供が難しい状況
にあります。このことに対応するため、乳幼児のための食品等を調達し、困窮状態にある子育て世帯を支援しています。

○生活改善による「あんしん」の創造
生活主体者である個 の々住民が抱える課題は、自らの障がいや病気に社会的な背景が絡まり複雑化

することが多くあります。こうしたことが生活困窮に至る要因になり、生活意欲の低下や自宅への引きこもり、
住まい環境の悪化などが見られるようになります。こうし
た状況に至る前にその方の困りごとを解きほぐし、必要
な支援につなぎ、実際に個別の生活環境を地域住民と
の協働によって改善していくための事業に取り組んでいます。

○新たな「あんしん」の創造
このように「長野県あんしん創造ねっと」は任意の事業ではありますが、制度の狭間を埋める機能への期待も高く、法制度の一層の充実と制度以

外のソーシャルサポートシステムを構築して、制度と制度外の取り組みを組み合わせた社会福祉の仕組みを創造しています。
人と人をつなぎ合わせ、人と資源をつなぎ合わせ、資源と資源を組み合わせ、無い資源を創り出し、地域という共同体のポテンシャルを引き出し

ながら、提供できる者が提供できるものを提供し合うサポーティブな実践の展開です。
これからも社会的要因による様 な々不安に対してあらゆる組織や専門職、住民などを巻き込みながら新たな「あんしん」の創造を目指します。

松本国際高校声優部顧問 巣山教諭

◇入居保証・生活支援事業
◇身元保証・就職支援事業

◇乳幼児支援品提供事業

◇生活改善支援事業
・買い物等同行支援事業
・医療受診支援事業
・地域住民との協働活動支援事業

契約累計者数 利用市町村数
入居保証 66 21
身元保証 3 3

利用実績 利用市町村社協数 利用金額
乳幼児支援品提供事業 3 3 18,773円
買い物等同行支援事業 5 4 47,019円
医療受診支援事業 15 8 99,580円

地域住民との協働活動支援事業 8 3 47,024円

（令和2年2月28日現在）

（令和元年4月1日から令和2年2月28日まで）
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令和元年10月、セブン-イレブン・ジャパン、長野県、長野市社会事業協会、長野県社会福祉協議会（以下、本会）ら4者
で生活に困難を抱えた個人・世帯等の支援や地域福祉の推進を図るため、『商品寄贈によ
る社会福祉貢献活動に関する協定』を締結しました。

この取り組みは、セブン‐イレブン店舗で改装時等に発生する在庫商品の一部を、本会
が寄贈先等の総合的な調整のうえ、生活困窮者支援や子ども食堂などを行う団体へ寄贈
し有効活用していただくものです。この協定をきっかけに、4者はこの取り組みを含む様々な
社会課題の解決に向けた取り組みを支援し、地域福祉をさらに推進していきます。

令和元年度は10回の寄贈があり、延べ食品601箱、雑貨324箱、計925箱を寄贈いただきま
した。これらは生活困窮者支援団体、県内の市町村社会福祉協議会・社会福祉法人、また10
月に発生した令和元年東日本台風災害で被災した方 に々も寄贈させていただきました。来年
度以降も寄贈品につきましては社会福祉の推進のため有効活用させていただきます。

≪4者の役割≫
・セブン‐イレブン：店舗改装時等に発生する

在庫商品の一部を長野県社会福祉協議会に寄贈
・長野県：本取組のPR活動及び助言等を行い、

本取組の目的達成を支援
・長野市社会事業協会：寄贈された商品（主に食品）の

管理・配分
・長野県社会福祉協議会：寄贈先窓口及び配分先の

総合的な調整

みんなでひとつに!「ONE NAGANO基金」は、被災地を支える活動を応援する仕組みです。現在、寄付を広く募っています。
長野県と長野県災害時支援ネットワークが協働し、信州災害支援寄付基金「ONE NAGANO基金」を立ち上げました。
目的は①令和元年東日本台風災害の被災者に対し、多様な主体による支援活

動への助成を行う原資とし、災害からの早期の復旧復興を目指すこと ②今後発
生しうる大規模災害に備え、発災以降に迅速かつ適切な支援活動が実施されるよ
う支援する基盤を構築することです。

令和元年東日本台風の被害で、県内で公営住宅、仮設住宅に890人が入居(県
発表1月29日時点)。被災した自宅2階に居住、親戚宅へ一時避難する被災者もい
ます。いま、被災者の視点に立った、柔軟できめ細かい復興支援が求められてい
ます。

そのため、被災者に寄り添って活動する市民団体や小さなグループを、資金的
に支える必要があります。具体的には、こどもの居場所、被災地での居場所・サロ
ン、コミュニティ支援活動、被災者生活支援活動、情報発信・復興イベント、人材育
成活動などです。
「ONE NAGANO基金」では、企業や一般からインターネット等を通じて広く寄

付を募ります。また事務局では現金も受け付けます。長野県社会福祉協議会をは
じめ、長野県災害時支援ネットワークの幹事団体でも、募金箱を随時設置します。
集まった寄付の10%が事務局経費に充てられます。

寄付集めと並行して、助成する県内の団体を募集します。厳正な審査を経て、活動
する団体やグループに助成し、それぞれの成果や報告を発信していきます。募金の
詳細や、助成団体募集についてはホームページを確認してください。

ONE NAGANO基金

セブン-イレブン・ジャパン、長野県、長野市社会事業協会、
長野県社会福祉協議会ら4者による

11月1日にあった初回寄贈の様子
（寄贈先は塩尻市社会福祉協議会） 寄贈された商品（平均40箱）

10月に行われた協定式の様子

 信州災害支援寄付基金「ONE NAGANO基金」で
被災地を支える市民団体を応援しよう!

寄付募集期間　2020年3月2日～8月31日

FU
ND

RAISING

資金確保術！

https://onenagano.net/

商品寄贈による社会貢献活動に関する協定

長野県災害時支援ネットワーク
 （長野県NPOセンター、長野県社会福祉協議会、長野県生活協同組合連合会、日本労働組合総連合会長野県連
合会、長野県共同募金会、日本青年会議所北陸信越地区長野ブロック協議会、長野県長寿社会開発センター）

運営主体・事務局　特定非営利活動法人 長野県NPOセンター
Tel.080-5070-9917　(月～金 10:00～17:00)
〒381-0034 長野市大字高田1029-1 エンドウビル1F

信州災害
支援寄付
基金
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●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

『無題』　紙、油性ペン

作者：宮川 恵理（みやがわ えり） 28歳　
長野市在住

何だろうこの不思議な絵は。増殖する微生物？群れる生き物？目を持った不思議な生き物がごにゃ
ごにゃと群れている。しかし一つ一つの生き物たちに目を凝らすとユーモラスであり、それぞれに何か
を主張しあい、つながりあっている。ワイワイとにぎやかだ。作者は何を表しているのかは語ってはくれ
ない。楽しそうに迷いもなく描いている。
障害のある人の表現には見る者の想像力を刺激し、膨らませるものが多い。『なんだろう？』と。そし

て勝手にモノガタリを想像させる。だから惹かれるのだ。

（ながのアートミーティング　取材）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
よ
り
大
き
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
長
野
市
豊
野
地
区
で
展
開
す

る
住
民
交
流
拠
点「
ま
ち
の
縁
側
ぬ
く
ぬ
く
亭
」。運
営

す
る
リ
ー
ダ
ー
の
春
原
圭
太
さ
ん
に
お
き
き
し
ま
し
た
。

Ｑ　

ぬ
く
ぬ
く
亭
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

Ａ　

被
災
さ
れ
た
地
域
の
方
々
が
、身
近
な
場
所
で
気

軽
に
来
ら
れ
て
、お
話
を
し
た
り
お
茶
を
飲
ん
だ
り
で

き
る
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
す
。必
要
な
情
報
や
物
資
が

集
ま
る
空
間
に
、賛
育
会
の
職
員
が
常
駐
し
て
、介

護
・
看
護
の
専
門
職
の
力
を
活
か
し
、住
民
の
健
康

面
と
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
　

ぬ
く
ぬ
く
亭
で
住
民
同
士
が
泣
き
な
が
ら
抱
き

合
っ
て
再
会
で
き
た
場
面
も
あ
り
、本
当
に
こ
の
拠

点
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
活
躍
し
てい
ま
す
ね
！

Ａ　

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、手
遊
び
や
つ
る

し
雛
、お
や
き
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た

り
、地
域
外
か
ら
の
支
援
に
よ
る
足
湯
や
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
、炊
き
出
し
な
ど
も
あ
り
ま
す
。賛
育
会
の

職
員
は
常
駐
し
て
い
ま
す
が
、運
営
は
た
く
さ
ん
の

団
体
の
皆
さ
ん
で
行
っ
て
お
り
、団
体
同
士
の
連
携

の
力
強
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、初
め
て
知

り
合
う
団
体
が
多
く
、各
団
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
学
べ

る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

復
興
に
向
け
て
の
想
い
は
？

Ａ　

地
域
の
復
興
な
く
し
て
福
祉
事
業
所
の
復
興
は
あ

り
ま
せ
ん
。住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
め
る
ま
で

は
引
き
続
き
住
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
災
害
を

き
っか
け
に
立
ち
上
がっ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
参
加

し
、重
機
を
使
って
被
災
地
域
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ぬ

く
ぬ
く
亭
で
学
ん
だ
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

の
取
り
方
や
、各
団
体
と
の
情
報
共
有
の
仕
方
を
活
か

し
、ま
だ
ま
だ
困
って
い
る
人
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

業
務
と
し
て
地
域
住
民
に
徹
底
的
に
寄
り
添
い
な
が
ら

生
活
を
支
え
て
い
く一面
と
、自
身
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
重
機
を
操
り
困
って
い
る
人
を
支
え
て
い
く
力
強
さ
を

合
わ
せ
持
つ
春
原
さ
ん
。今
後
の
活
躍
に
も
期
待
し
ま
す
！

毎号福祉の現場に新しい
風を吹き込むスタッフをご紹介します。

webでも
ご覧になれます

支援物資を通して住民との対話を大切
にしています。

マップを見ながら、世帯の状況を確認し
ています。

住民の目線に合わせて、丁寧にお話を聴
きます。

テーブルを囲んで住民・支援者がフラット
に参加できる温かな空間。

社会福祉法人　賛育会
まちの縁側ぬくぬく亭（長野市）

運営リーダー
春原圭太さん
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